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若鶴酒造

創業文久2年
158年の日本酒＆68年のウイスキーの歴史



エコフィードの活用
酒米の約3割が粕になる。

ウイスキー粕



樽づくりによる資源循環

森林整備

伐採 放置すると…
植林

ナラ枯れ
樽加工

製樽事業による森林循環フロー

水害

倒木

高付加価値

土砂

災害



北陸の味覚と
お酒のマリアージュ



世界初
鋳造製ポットスチルを高岡銅器で



エコフィードの活用

畜産業
・品質の向上
・飼料コストの低減
・地場飼料自給率の
向上

酒造業
・廃棄物を出さない
・副産物の有効活用
・スペースの活用

地域資源の循環
・トレーサビリティ
・サステナビリティ

・加工食品の開発、ブランド化



樽材の利用

 ウイスキーの樽材に適するのは1割以下
 柾目、ふしがない、心材のみ→大量にでる余材の活用



合同会社
グリーン
フィールド
アカデミー

会社案内



合同会社グリーンフィールドアカデミー【富山市】
北陸自動車道流杉IC近くにて、先祖代々お米を生産。

平成２９年家族経営から法人化に移行。

水稲を中心とした農業法人として、主食用・飼料用を栽
培。

新たな栽培方法に日々挑戦しており、

◆ 乾田直播

◆ 多収量米の導入

◆ 農薬回数の減少

【主たる生産品種（稲）】

コシヒカリ、つきあかり、にじのきらめき



今後の展開として…
◆他の農業法人様と連携しての商品開発、販売
◆自社生産の米を活用した加工食品の販売
……米粉パン・菓子、ぶどうの皮を活用したパン・菓子
◆地元の休耕田を活用し、柚子やレモン、ポポー等の果樹の生産・販売
……水稲栽培に向かない休耕田に果樹を植え、地産地消を目指す。
◆農作業の効率化を図るため、省力化、スマート農業の活用
……乾田直播栽培の確立・栽培面積規模拡大

ドローン等の簡易的な作業・軽量化した機械に移行
水田の水位調整を遠隔操作・確認





富山市寺島１４５６
9:00～19:00
日曜定休

平成３１年３月新規移転オープン
自社仕入れの鮮魚、メツゲライ・イケダ
の精肉、委託販売契約を結んだ地元
生産者の農産物を取り扱う

黒崎屋



黒崎屋オリジナルソース

(株)黒崎鮮魚



こだわりの有機野菜と
富山特産の呉羽梨を主原料とした
オリジナルPB商品の開発

・ソースのベースは一般的なりんごではなく呉羽梨

・こだわりの原材料×こだわりの製造方法で、美味しさと安全を追求

・契約農家のメリット大

・食材廃棄問題への貢献



とと
のう
とやま

顧客・契約農家・当社の３
者にとってメリットのある、付
加価値の高い事業と考えて
います。

本事業

当社
◎収益向上
◎社会貢献
◎ブランドイメージ向上
◎こだわりの食品を求める
顧客のニーズに答えられる

顧 客
◎美味しくて安心・安全な商品
◎購入することで社会貢献

契約農家
◎規格外品の活用
→収益向上、廃棄の手間
や病原菌リスク低減

◎呉羽梨ブランドや富山の
野菜の認知度向上

◎将来的には生産量アップ
◎新たな加工食品の開発で
収益UP

◎技術力向上の機会となる
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中小機構は、「創業・新事業展開のサポート」、「成⾧・発展のサポート」、「もしもに備えてセーフティネット

でのサポート」、「インフラのサポート」の観点で様々な事業を実施しています。

経営基盤の
強化

産業用地の
提供など

創業・新事業
展開の促進

経営環境
変化への対応

 会社を起こす。新しい事業を立
ち上げる。中小機構は前向きな
「挑戦」に対して、徹底的にサ
ポート。

 質の高い経営に向けて。効率の
よい経営に向けて。中小機構は、
ひたむきな「進化」を、きめ細かく
サポート。

 再び、立ち向かうために。もしも、
に備えるために。中小機構は、
ゆるぎない「安心」に対して、親
身にサポート。

 研究開発力、販売・営業力の
強化、新規立地・増設を進める
事業者のサポート。

役割を果たすための事業

専門家の派遣
（ハンズオン支援）

ビジネスマッチング

ファンド出資

地域資源支援

農商工連携支援

インキュベーション

EC活用支援

新連携支援

中小企業大学校
研修・人材育成

環境・安全・省エネ対策

事業承継支援 まちづくり・中心市街地
活性化支援

中小企業支援ネットワーク
への支援

ものづくり支援（サポイン）

小規模企業共済制度

経営セーフティ共済

中小企業再生支援

事業継続力強化支援

震災復興支援

高度化事業

・
・
・

・
・

海外展開支援

知的資産経営の普及

ＩＴ活用支援

新商品開発支援

ベンチャー支援
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２．農商工連携に関する支援（無料）

事業の構想段階から事業化まで一貫した支援を行います。
中小機構北陸本部にて、無料で相談を受け付けています。

相談内容に応じて、新商品・新サービスの開発に関する事業計画策定に係るノウハウ提供を行い、国の
認定取得を目指します。計画認定後は、商品開発等のアドバイスを行うほか、展示会や商談会の開催
など、販路開拓の支援も行います。



Copyright © Organization for Small & Medium Enterprises and Regional Innovation, JAPAN

３．販路開拓支援等

（１）食分野、観光分野に係る商談会等で販路開拓を支援
①フーデックス（3月9日～12日）、ギフトショー（2月3日～2月5日）への出展
②北陸道ＳＡ等バイヤーとのＷＥＢ商談会（2月4日開催）
③地域のおすすめセレクション2021、ＷＥＢ商談会（1月28日～1月29日開催）
④観光分野ＷＥＢ商談会（1月28日～1月29日開催）

（２）ＩＴ、ＳＮＳの活用、クラウドファンディング等の活用支援

中小機構にて無料相談を実施
（対面、ＷＥＢ、電話等）

クラウドファンディング（マクアケ活用）の例
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中小機構北陸

事業詳細は、中小機構北陸本部企業支援課 076-223-5546 まで

課題解決型の支援（ハンズオン支援）

機構職員と専門家が、企業の経営課題を掘り下げ、企業
に合わせた支援計画を策定しご提案します。プロジェクト
チームを編成して、売上拡大、生産性向上、販路開拓等
の課題を解決していきます。

＜主な支援テーマ＞
・売上拡大、販路開拓
・新分野進出、新商品開発
・経営戦略の見直し、生産性向上
・品質向上、改善
・営業力強化 など


